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Ⅰ 育成経過と 品種特性  

 

１  育成経過 

( 1)  育種目標 

神奈川県内の イ チ ゴ 生産者等か ら 、他県産と の 差別化を 図る た め に は 県オ

リ ジ ナ ル 品種が 必要と の 要望を 受け て 、 新品種育成に 取り 組みま し た 。 年内

か ら 収穫で き 、 栽培期間を 通し て 糖酸比が 安定し て 良食味で あ る こ と 、 色艶

や果 実硬 度 が 一 定 の レ ベル 以 上で あ る こ と 等 の 特性 を 有す る 促 成 品種 の 育

成を 目指し ま し た 。  

( 2)  育成経過 

2015 年に イ チ ゴ 4 品種１ 系統（「 やよ い ひめ 」、「 紅ほ っ ぺ」、「 章姫」、「 さ

ぬき 姫」、「 久留米 63 号」） を 用い た 8 組合せの 交配で 得ら れた 877 個体の

う ち 、 年内収穫が 可能な 早生性を 有する と 考え ら れる 25 個体を １ 次選抜し

ま し た 。 2016 年に は 、 １ 次選抜し た 25 個体か ら 「 紅ほ っ ぺ」（ 静岡県育成

品種） と 「 やよ い ひめ 」（ 群馬県育成品種） の 交配組み合わ せで 得ら れ た １

個体（ B ×Y＃９ ） を ２ 次選抜し ま し た 。 2017 年の 特性調査に よ り 、「 B ×Y

＃９ 」 の 有望性が 確認で き た た め 、 選抜を 完了し ま し た （ 図１ ， ２ ）。 2018

年か ら 2019 年に か け て 、 特性検定試験、 生産力検定試験およ び現地適応性

試験（ 県内生産者ほ 場： 土耕６ か 所、 高設３ か 所） を 実施し ま し た 。 生産者

か ら は 、 年内収量は 少な い が 、 花数が 少な い た め 摘果が 省力で き 、 果実の 硬

さ 、 果形、 食味の 良さ が 評価さ れ ま し た 。 そ こ で 、 2020 年 9 月 2 日に 品種

登録出願を 行い 、 2024 年 11 月 8 日に 種苗法に 基づき 品種登録さ れ ま し た

（ 登録番号第 30499 号）。  

( 3)  名称 

 神奈川県い ち ご 組合連合会の 会員ら か ら 名称を 募集し 、「 神奈川」 の 「 か

な 」 と 平安時代の 美女と し て 知ら れ る 「 小野小町」 の 「 こ ま ち 」 か ら 、「 神

奈川生ま れの 美し く て 美味し い イ チ ゴ 」 と い う 思い が 込め ら れた「 か な こ ま

ち 」 が 選定さ れ ま し た 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 l 「 か な こ ま ち 」 の 系譜図 
上段： 子房親、 下段： 花粉親 

図２  「 か な こ ま ち 」 の 果実 

章姫 

       紅 ほ っ ぺ   

さ ち の か  

              B ×Y＃９  

            （ か な こ ま ち ） 

と ねほ っ ぺ 

       やよ い ひめ  

と ち おと め  



2 

 

２  生育特性 

「 か な こ ま ち 」 は 、 草勢が 強く 、 葉長 、 葉幅、 葉柄長 は 県内主要品種と ほ

ぼ同等で すが 、果房長 が「 紅ほ っ ぺ」 と ほ ぼ 同等で長 く 、草高は「 紅ほ っ ぺ」

よ り 高い で す。 ま た 、 1 番果と 2 番果およ び 2 番果と 3 番果の 果房間葉数は

「 紅ほ っ ぺ」 と ほ ぼ 同等で 、 連続出蕾性を 有し ま す。 果柄の 形状は 放射状に

出て 、 均一の 太さ で あ る た め 、 比較的大き さ の 揃っ た 果実が 収穫で き ま す。

休眠性は 浅く 、 電照栽培は 不要で す。 葉色は 薄く 、 ラ ン ナ ーの 発生が 多い 品

種で す（ 表１ ）。  

 

 

 

３  開花・ 収穫開始日 

開花開始日およ び収穫開始日は 「 と ち おと め 」 や「 紅ほ っ ぺ」 よ り 遅く 、

「 やよ い ひめ 」 よ り 早い で す（ 表２ ）。 花数が 少な く 、 摘果作業が 省力的に

な り ま す。  

 

 

 

 

 

 

表１  生育特性（ 土耕）  

表２  定植日、 開花開始日およ び収穫開始日（ 2016-2018）
ｘ  

z:調 査 区 の 20% の 株 が 開 花 し た 日 。 y:頂 果 房 の 収 穫 を 開 始 し た 日 。  

2021 年 か ら 2024 年 ま で の 定 植 日 、 開 花 開 始 日 、 収 穫 開 始 日 の デ ー タ は 表 11 を 参 照 。  

試験年度 2016 2017 2018

品種名 定植日 開花 収穫 定植日 開花 収穫 定植日 開花 収穫

  開始日ｚ 開始日y   開始日 開始日   開始日 開始日

かなこ ま ち 9月30日 11月15日 12月21日 9月22日 11月25日 1月5日 9月20日 11月17日 12月25日

と ちおと め 9月30日 11月15日 12月21日 9月22日 11月19日 12月21日 9月20日 11月9日 12月20日

紅ほっぺ 9月30日 11月15日 12月21日 9月22日 11月16日 12月18日 9月20日 11月6日 12月7日

やよ いひめ 9月30日 11月22日 1月4日 9月22日 11月26日 1月5日 9月20日 11月30日 1月4日

1番果と 2番 2番果と 3番

品種名 草勢 葉長 葉幅 葉柄長 果房長 草高 果の果房間 果の果房間

葉数 葉数

(cm ) (cm ) (cm ) (cm ) (cm ) (枚） (枚）

かなこ ま ち 強 7.7 14.8 8.7 23.2 17.5 3.9 3.8

と ちおと め やや強 7.2 13.7 8.5 20.2 9.3 4.6 4.8

紅ほっ ぺ 強 7.2 14.0 9.3 22.8 15.0 3.7 4.0

やよ いひめ やや強 7.8 15.0 7.8 21.5 13.2 4.2 3.8

2018 年 度 栽 培 。 葉長 、 葉 幅 、 葉 柄長 、 果 房長 、 草 高 は 2019 年 1 月 16 日 調 査 。  
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４  収量特性（ 土耕栽培、 2018）  

ポ ッ ト 育苗で 、 12 月下旬か ら 収穫可能に な り ま す。 年内収量は 低い で す

が 、 総収量は ４ t/10a 程度で「 紅ほ っ ぺ」 と 概ね同等の 多収性が あ り ま す（ 図

３ 、 ４ ）。  

平均果重は 16.4g と 「 紅ほ っ ぺ」 並みに 大果で 、 収穫果実の 規格別割合は

２ L が 多く 、 か つ３ L か ら L ま で の 果実が 多く 収穫で き ま す（ 表 3）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５  果実特性 

( 1)  外観 

果皮色は 濃橙赤で 、果肉色も 赤い で す。果実の 光沢は 強く 、「 と ち おと め 」

並みで す。果形は やや縦長 で 、長 円錐形で あ り 、 整形で す。果実の 果形比（ 果

長 /果径） は やや縦長 の 傾向が あ り 、 2 月以降、 縦長 の 果実が 増加する 傾向が

あ り ま す。 果実の 硬さ は 「 紅ほ っ ぺ」 よ り 硬く な り ま す（ 表４ ）。  

  
表 4 果実特性 

図３  10a 当た り の 月別収 
（ 栽 植 密 度 6,667 株 /10a）   

 

図４  月別収穫個数（ 株あ た り ）
（ 栽 植 密 度 6,667 株 /10a）  

 

2019 年 1 月 16 日 調 査   

z:AM AD E N 製  R H E O N E R Ⅱ  CR E EP  M E T E R  R E2-33005B に よ り 2019 年 4 月 8 日 に 測 定 し た 。  
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表３  規格別割合（ 2018）   
 

規格別割合果数対比z（ ％） 平均果重

３ L ２ L L M S (g)

かなこ ま ち 16.5 24.5 20.7 19.6 18.7 16.4

と ちおと め 4.9 18.1 26.4 20.9 29.7 13.9

紅ほっぺ 12.6 22.4 16.4 16.2 32.4 16.7

やよ いひめ 14.4 28.4 21.1 17.8 18.3 15.3

z:S（ 5.0～9.9g） 、 M （ 10.0～12.9g)、 L(13.0～16.9g)、 ２ L(17.0～24.9g)、 ３ L（ 25.9g以上）

品種名

果皮色 果実の 果実の形 果実表面 果形 果実の果形比 果実の 果実の応力z

光沢 の凹凸 揃い （ 縦/横） 硬さ （ N )

かなこ ま ち 濃橙赤 強 長 円錐・ ごく 整形 無、 極弱 良 1.36 やや硬い 2.08

と ちおと め 濃赤 強 円錐・ 整形 無、 極弱 中 1.23 硬い ―

紅ほっぺ 濃橙赤 やや強 円錐・ やや整形 無、 極弱 中 1.17 やや柔ら かい 1.60

やよ いひめ 明橙赤 やや強 円錐・ 整形 弱 中 1.34 硬い 3.02

品種名
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( 2)  糖度と 酸度 

糖度と 酸度は 、 年内か ら

3 月末ま で そ れぞ れ 、10.8～

12.9°B rix、0.8～1.3g/100g

で あ り 、「 と ち おと め 」や「 紅

ほ っ ぺ」 と 同等も し く は 高

く 推移し ま す（ 図５ ）。 甘味

と 酸味の バ ラ ン ス が よ く 、

多汁質で 食味は 良好で す。  

 

 

 

 

( 3)  糖・ 酸組成 

「 か な こ ま ち 」 は 、 親で あ る 「 紅ほ っ ぺ」 や「 やよ い ひめ 」 よ り シ ョ 糖の

割合が 高く 、酸の 含有量も 多く 、糖・ 酸の バラ ン ス が 良い イ チ ゴ で す（ 図６ ）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( 4)  ジ ュ ーシ ーさ （ 多汁性）  

イ チ ゴ の おい し さ は 、 糖度や酸度

だ け で な く 、 食感やジ ュ ーシ ーさ も

影響する と い わ れ て い ま す。 果肉の

一 部 を 押 し つ ぶ し た 時 に に じ み 出

る 果 汁 の 量 ( 果 汁 滲 出 率 ) を ジ ュ ー

シ ー さ の 指 標に す る と 、「 か な こ ま

ち 」 と 「 やよ い ひめ 」 は「 紅ほ っ ぺ」

よ り 高い 値と な り ま す（ 図 7）。  

 
 
 

図６  「 か な こ ま ち 」 およ び親品種の 遊離糖、 有機酸含量(2022 年 2 月)  

図７  「 か な こ ま ち 」 およ び親品種の  
多汁性の 比較(2025 年 4 月)  

図５  各 品 種の 糖度、 酸度 の 推移
（ 土耕，2018，2019 年の 平均） 

酸 度 は 高 速 液 体 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー 。  

（ ( 株 ) 島 津 製 作 所 製 、L C-20 シ ス テ ム に よ り 計 測 ） 
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Ⅱ 栽培管理の ポ イ ン ト  
 

１  育苗管理 

( 1)  親株管理 

親 株 を 窒 素 含 有 量 800 ㎎ /

株の 培養 土を 充 填 し た プ ラ ン

タ ー 等 に ３ 月 中 下 旬 に 定 植

し 、窒素成分 100 ㎎/株/週（ 総

窒素量 2,000 ㎎/株） を 目安に

育苗期後 半の 葉 色 の 低下に 注

意 し な が ら 施 用 し ま す  ( 図

8)。  

「 紅ほ っ ぺ 」 に 比 べて 細 い

ラ ン ナ ー の 発生 が 多く 、 葉 色

が 薄い 品 種で す 。 窒素施肥 量

を 増やす こ と で 葉 色は やや 濃

く な り ま すが 、 ラ ン ナ ー径 や

総苗数に 大き な 差 は あ り ま せ

ん  (表 5、 図 9) 。  
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 図 9 育苗の 様子 

「 か な こ ま ち 」         「 紅ほ っ ぺ」  

図 8 施肥量が 総苗数に 与え る 影響(2024)  
３ 月 26 日 に 定 植 し 、 ラ ン ナ ー 伸長 を 開 始 し た 。  

表 5 親株の ラ ン ナ ー特性およ び子苗の ク ラ ウ ン 径(2024)  

z:総 苗 数 、 ラ ン ナ ー 数 、 ラ ン ナ ー あ た り 苗 数 は 7 月 25 日 に 調 査 し た 。 y:ラ ン ナ ー 径 は ７ 月 ９ 日 に 第 二 次

子 苗 の ク ラ ウ ン か ら 親 株 側 に ５ ㎝ の 位 置 で 計 測 し た 。 x:S P A D は 6 月 26 日 に 調 査 し た 。 w :子 苗 の ク ラ

ウ ン 径 は ９ 月 19 日 に 調 査 を 行 っ た 。  

 

試験区（ 窒素施肥量）
総苗数

z

(株/株)

ラ ンナー数
z

(本/株)

ラ ンナーあたり

苗数
z
（ 株/本）

ラ ンナー径 
y

(m m )

葉色
x

(SPAD )

子苗のク ラ ウ ン

径
w
(m m )

かなこ ま ち（ 50m g/週/株） 53.8 13.3 4.1 2.60 30.2 9.7

かなこ ま ち（ 100m g/週/株） 58.8 15.8 3.7 2.56 36.0 9.8

かなこ ま ち（ 200m g/週/株） 58.3 17.5 3.4 2.54 41.5 10.0

紅ほっ ぺ（ 100m g/週/株） 33.3 10.4 3.2 2.89 45.0 9.7
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( 2)  育苗日数 

 9cm ポ リ ポ ッ ト を 使用し た 場合、 可販果収量を 確保する に は 、 ラ ン ナ ーの

切り 離し 後、 64 日程度が 育苗期間の 目安に な り ま す（ 表６ 、 図 10）。 7 月下

旬～8 月上旬に 切離し を 行い 、 花芽分化を 確認し て か ら 定植し て く だ さ い 。 

 

 

 

 

 

 

 

( 3)  育苗期窒素施用量 

切離し 後に 施用する 窒素成分は 、 150m g/株が 目安で す。  

50m g/株で は 花芽分化が 早ま り 、 収穫開始が 早ま り ま すが 、 総収量は 減少

し ま す。 250m g/株で は 総収量は 増加し ま すが 、 収穫開始が 遅く 、 12 月収量

が 減少し ま す（ 図 11、 12、 表７ ）。  

I B 化成 S 1 号の 場合で は 、 中程度の 大き さ の 粒 3 粒が 目安で す（ 中程度の

粒 1 粒に およ そ 50m g の 窒素成分）。  

エ コ ロ ン グ 413 の 場合で は 、 窒素成分 14％×約１ g を 施用し ま す。 切離し

後の 窒素成分が 少な く て も 、 芯ど ま り 株の 発生は 少な い で す（ 表８ ）。  

 

 

 

 

表 6 収穫始期（ 2022）  

図 10 育苗期間 z と 月別可販果 
収量（ 土耕， 2022）  

z:切 り 離 し か ら 定 植 ま で を 育 苗 期 間 と し た 。

花 芽 分 化 後 の 9 月 28 日 に 定 植 し た 。  

図 12 異な る 施肥量の 定植苗 z の
外観（ 2021）  

 

図 11 月別可販果収量 
(土耕， 2021)  

栽 植 密 度 （ 6,154 株 /10a）  

z:花 芽 分 化 後 の 9 月 28 日 に 定 植 。 栽 植 密 度

( 6,154 株 /10a）。 y:調 査 株 10 株 の う ち 過 半 数 で

収 穫 を 開 始 し た 日 。  

0

2

4

6

8

88日

（ かなこ ま ち）

64日

（ かなこ ま ち）

35日

（ かなこ ま ち）

64日

（ 紅ほっぺ）

可
販

果
収

量
(t

/1
0
a)

5月

4月

3月

2月

1月

12月

0

1

2

3

4

5

6

50mg/株 150m g/株 250mg/株

可
販

果
収

量
(t

/1
0
a)

5月

4月

3月

2月

1月

12月

z: 左 か ら 50m g/株 、 150m g/株 、 250m g /株 の I B

化 成 S 1 号 （ 窒 素 成 分 量 10％ ） を 8 月 ２ 日 に 施 用

し た 。  

頂果房 第一次腋果房

88日 12月30日 1月30日

64日 12月27日 2月3日

35日 12月30日 2月6日

64日(紅ほっぺ） 12月13日 1月23日

育苗日数z
収穫始期

y
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( 4)  ポ ッ ト サ イ ズ  

 育苗ポ ッ ト は 、 培養土の 多い ９ cm ポ リ ポ ッ ト を 用い た 方が ク ラ ウ ン 径は

10m m 近く の 良い 苗に な り ま す（ 表９ ）。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( 5)  定植時期 

花芽分化を 確認し て か ら 定植を 行い ま す。花芽が 未分化の 状態で 定植する

と 、 収穫始期が 1 か 月程度遅く な り ま す（ 表 10）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 9 ポ ッ ト サ イ ズ の 違い に よ る 影響（ 2023）  

表 8 芯ど ま り 率（ 土耕， 2021）  

表 7 各試験区の 開花、 収穫始期（ 土耕， 2021）  

z:開 花 始 期 は 調 査 株 10 株 の う ち 過 半 数 が 開 花 し た 日 。  

y:収 穫 始 期 は 調 査 株 10 株 の う ち の 過 半 数 で 収 穫 を 開 始 し た 日 。  

12月10日 2月16日

50m g /株 0 0

150mg /株 0 0

250mg /株 0 0

窒素施肥量
芯ど ま り 率（ ％）

表 10 開花始期、 収穫始期（ 土耕， 2021）  

試験区 ク ラ ウ ン径z 可販果収量

(m m ) 頂果房 第一次腋果房 (t/10a)

7.5cm ポリ ポッ ト 9.1 1月8日 2月28日 5.8

9cm ポリ ポッ ト 9.9 1月7日 2月29日 5.9

参考(紅ほっ ぺ） 10.6 1月1日 2月23日 5.9

z:定植日の前日（ 2023年10月2日） に測定。 栽植密度(6,154株/10a） 。

y:調査株の過半数で収穫を開始し た日。

収穫始期y

栽 植 密 度 ( 6,154 株 /10a）。  

z :調 査 株 の 過 半 数 が 開 花 し た 日 。 y:調 査 株 の 過 半 数 が 収 穫 を 開 始 し た 日 。 

頂果房

窒素施肥量 開花始期
ｚ 頂果房 第一次腋果房

50ｍｇ /株 11月10日 12月14日 1月31日

150ｍｇ /株 11月12日 12月17日 2月2日

250ｍｇ /株 11月16日 12月20日 2月2日

収穫始期y

頂果房 第一次腋果房

未分化定植 12月20日 1月26日 3月4日

分化後定植 11月22日 12月27日 2月4日

分化13日後定植 11月22日 12月24日 1月31日

試験区
収穫始期y頂果房

開花始期ｚ
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ま た 、花芽分化後の 定植が 遅すぎ

る と 第一次腋果房（ 2 月） の 収穫量

が 少な く な り ま す（ 図 13）。 近年、

9 月 の 平 均 気 温 が 高 く 推 移 し て い

る た め 、花芽分化を 確認し て か ら 定

植を 行っ て く だ さ い  (表 11)  。  

 

 

 

 

 

 

 

 

２  本ぽ 管理（ 土耕栽培）  

( 1)  栽植密度( 株間の 目安)  

土 耕 栽 培 の 栽 植 密 度 は 、 株 間

25cm 、 2 条千 鳥 植 え （ ベ ッ ド 間 隔

130cm の 場合、 6,154 株/10a） と し

ま す。株間を 20cm に 狭め る と 、10a

あ た り 可販果収量は 多く な り ま す。

ま た 、株間を 30cm に 広げ る と 、10a

あ た り 可販果収量は 25cm よ り やや

減少し ま すが 、頂果房及び第一次腋

果房の 収穫が 早ま り 、糖度も 高く な

り ま す（ 図 14、 15）。 株間に よ る 規

格 別 割 合 に 顕 著 な 差 は あ り ま せ ん

（ 表 12）。  

 

表 11 定植日、 開花始期およ び収穫始期（ 土耕， 2021-2024）   

図 13 月別可販果収量（ 土耕，2021） 

図 14 糖度の 推移（ 土耕， 2021）  

8

9

10

11

12

12月 1月 2月 3月 4月 5月

糖
度

（
゜

B
ri

x)

株間20㎝ 株間25㎝ 株間30㎝

0

2

4

6

8

未分化定植 分化後定植 分化13日後定植

可
販

果
収

量
(t

/1
0
a)

5月

4月

3月

2月

1月

12月

試験 第一次腋果房 平均気温x

品種名 年度 定植日 開花始期ｚ 収穫始期y 収穫始期y 9月(℃）

かなこ ま ち 2021 9月21日 11月22日 12月27日 2月4日 22.5

と ちおと め  9月14日 10月26日 12月14日 1月28日

かなこ ま ち 2022 9月28日 11月24日 12月27日 1月23日 24.4

紅ほっ ぺ  9月28日 11月16日 12月16日 1月11日

かなこ ま ち 2023 10月3日 11月29日 1月7日 2月29日 26.4

紅ほっ ぺ  10月3日 11月28日 1月1日 2月13日

かなこ ま ち 2024 10月2日 12月2日 1月10日 2月28日 26.7

紅ほっ ぺ  9月24日 11月25日 12月30日 2月12日

z:調査株の過半数が開花し た日。 y:調査株のう ち過半数で収穫を 開始し た日。

x:農業技術セン タ ー本所代表観測地点。

頂果房
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( 2)  摘果、 摘芽、 ラ ン ナ ー管理 

ド ロ 芽な ど 下位か ら 発生する 弱い 芽以外は 放任が 可能で す。 ま た 、 頂果房

の 花数も 平均 11～13 花と 多く な い た め 、摘果作業も 省略が 可能で す（ 放任・

無摘果管理）。 ま た 、 芽数を ２ 芽、 頂果房を 最大 10 果、 第一次腋果房以降を

1 果房あ た り 最大 7 果（ 2 芽・ 摘果管理） に する と 、 可販果収量は 、 放任・

無摘果管理と 同等、平均糖度が 高く 、１ 果重は 大き く な り ま す（ 図 16～18）。  

な お、 定植後の ラ ン ナ ー発生が「 紅ほ っ ぺ」 よ り 多く 、 適宜除去が 必要で

す。  

 

 

 

 

 

 

図 18 平均可販果重（ 土耕， 2022）  
 

図 17 糖度の 推移（ 土耕， 2022）  
 

図 16 月別可販果収量 
（ 土耕， 2022）  

 

表 12 可販果の 規格割合（ 土耕， 2021） 

図 15 月別可販果収量 
（ 土耕， 2021）  

3L 2L L M S

株間20cm 18 28 17 17 21 45

株間25cm 16 29 14 18 22 45

株間30cm 19 27 19 16 19 46

可販果の規格割合(％)
z 2L以上の

割合
試験区

z:3L ( 25.0g 以 上 ）、2L ( 17.0～ 24 .9g ) 、L ( 13.0～ 16.9g ) 、

M ( 10 .0～ 12.9g）、 S ( 5 .0～ 9.9g )  
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x）

2芽・ 摘果
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（ 紅ほっぺ）
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( 3)  か ん 水管理 

定植前に 潤沢に か ん 水を 行い 、 畝全体を 湿ら せて おき ま す。 定植後は 根の

発生を 促すた め 、活着する ま で は ク ラ ウ ン 部付近の 土壌表面が 常に 湿っ て い

る 状態に な る ま で 手か ん 水を 毎日実施し ま す。  

活着後の か ん 水量が 不足する と 下位の 黄化葉が 増加する と と も に 、収量に

影響を 及ぼすの で 、 栽培期間中は 土壌が 乾か な い よ う 「 紅ほ っ ぺ」 と 同程度

に こ ま め に か ん 水する よ う 心掛け て く だ さ い 。  

 

( 4)  施肥管理 

窒素成分で 15 ㎏/10a が 目安

に な り ま す(図 19)。 基肥中の 窒

素量が 過剰に な る と 、 根傷みや

草勢が 旺盛過ぎ て 減収し た り 、

カ ルシ ウ ム 欠乏で チ ッ プ バ ーン

が 発生する こ と が あ り ま す。 土

壌分析の 結果、 肥料成分が 残っ

て い る 場合は 適宜、 減肥し て く

だ さ い 。  

 
 

 

 

 

 

 

３  本ぽ 管理（ 高設栽培）  

( 1)  栽植密度( 株間の 目安)   

高設栽培の 栽植密度は 、 可販

果収量と 平均果重の バ ラ ン ス か

ら 、株間 20cm 、2 条千鳥植え（ ベ

ッ ド 間隔 130cm の 場合、 7,690

株/10a） と し ま す。 株間 15 ㎝で

は 、 10a あ た り の 可販果収量が

最も 多く な り ま すが 、 2 月以降

の 1 果重が 小さ く な る 傾向が あ

り ま す。 ま た 、 株間を 25 ㎝に

広げ る と 、 10a あ た り 可販果収

量が やや減少し ま す（ 図 20、表

13）。  

 

 

 

表 13 可販果平均果重の 推移 
（ 高設， 2021）  

図 20 月別可販果収量（ 高設， 2021）  

試 験 で は 、 基 肥 の 窒 素 成 分 の う ち 半 分 を 速 効 性 肥 料

（ 高 度 化 成 444）、 残 り 半 分 を 緩 効 性 肥 料（ ４ 分 の １ が エ

コ ロ ン グ 413-70、 ４ 分 の １ が ス ー パ ー エ コ ロ ン グ 413-

180） を 供 試 し た 。 追 肥 は 両 区 と も 組 合 液 肥 2 号（ N 成 分

0.7kg） を 5 回 施 用 し た 。  

12月 1月 2月 3月 4月 5月

株間15cm 35.8 23.5 16.6 15.7 14.2 15.6 16.7

株間20cm 31.0 20.3 20.1 18.8 16.5 15.6 18.6

株間25cm 30.5 19.4 22.2 16.4 18.0 16.3 18.5

試験区
月別の可販果平均果重(g/個)

平均

図 19 月別可販果収量（ 土耕， 2020） 
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( 2)  摘果、 摘芽、 ラ ン ナ ー管理 

2 芽・ 摘果管理（ 芽数を ２ 芽、 頂果房を 最大 10 果、 第一次腋果房以降を 1

果房あ た り 最大 7 果） を 行う と 、 放任・ 無摘果管理と 比較し て 、 可販果収量

およ び糖度が 同等以上と な り 、 平均可販果重を 増加さ せま す（ 図 21～23）。 

な お、 定植後の ラ ン ナ ー発生が「 紅ほ っ ぺ」 よ り 多く 、 適宜除去が 必要で

す。  

 

 

( 3)  給液管理 

給液濃度は 、 活着か ら 第一次腋果房分化ま で は EC0.4～0.6  m S/cm 、 第一

次腋果房分化か ら ２ 月ま で は EC0.7～0.9  m S /cm 、 ３ 月以降は EC0.6  m S /cm

程度ま で 徐々に 培養液濃度を 下げ て い き ま す（ 表 14）。  

全期間を 通じ て 、 生育や排液 EC を 確認し つつ培養液濃度を 調整し ま す。

生育は 葉の つやが あ る 状態で 、チ ッ プ バ ーン な ど の 生理障害を 起こ さ な い 管

理を し ま す。  

給液量は 、 少量多か ん 水で 排液率 20～30％を 目安に 行い ま す。 特に 1 日

あ た り の 日射量が 多く な る 2 月以降は 、 イ チ ゴ の 吸水量が 増加する の で 、 不

足し な い よ う に 給液量を 調整し ま す（ 表 15）。  

 

 

 

 

図 22 糖度の 推移（ 高設， 2022）  
 

図 23 平均可販果重（ 高設， 2022）  
 

表 14 培養液の 管理方法 

図 21 月別可販果収量（ 高設，2022） 
 

ス テージ 培養液管理 ポイ ント

定植～活着 原水を 手かん水 ク ラ ウ ン周辺を乾かさ ないよ う にし て、 発根を促進さ せる 。

活着～10月下旬（ 第一次腋果房分化ま で） EC0.4～EC0.7 培養液の濃度が高いと 第一次腋果房の分化が遅れる 恐れがある 。

10月下旬（ 第一次腋果房分化後） ～2月 EC0.7～EC0.9 12月から 2月がピーク と なる よ う に徐々に濃度を 培養液濃度上げていく 。

3月以降 EC0.9～EC0.6 3月から 吸水量が増加し てく る ので、 徐々に給液ECを下げていく 。
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（ 紅ほっぺ）
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販
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量
(t
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0
a)
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12月
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2芽・ 摘果

（ かなこ ま ち）

放任・ 無摘果

（ かなこ ま ち）

放任・ 無摘果

（ 紅ほっぺ）

平
均

可
販

果
重

（
g
/個

）
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( 4)  養分吸収特性 

養分吸収は 、 窒素と カ ル シ ウ ム の 吸収量が「 紅ほ っ ぺ」 と 比べて 少な い で

す。 特に ２ ～３ 月は 排液 EC が 給液 EC よ り 高く な り やすく 、「 紅ほ っ ぺ」

よ り 養分吸収量が 少な い の で 、培養液濃度を やや薄く する な ど 給液を 調整し

て く だ さ い （ 図 24、 25）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 15 イ チ ゴ の 給水量と 給液量の 事例 

時期 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

日平均積算日射（ M J/㎡） 10.5 8.8 9.3 9.8 10.7 12.9 15.7 16.4

イ チゴの吸水量（ m l/株） 53 83 130 149 187 227 281 341

給液量の目安（ m l/株） 66 104 162 187 233 284 351 426

図 25 給液と 排液の EC の 事例（ 高設， 2024）  

図 24 高設栽培に おけ る みか け の 養分吸収量 z の 事例  

z :み か け の 養 分 吸 収 量 ( m g /株 ) ＝ 給 液 量 ( L /株 ) ×給 液 成 分 濃 度 ( m g/L ) － 排 液 量 ( L /株 ) ×排 液 成 分 濃 度

( m g/L ) と し 、 月 ご と の 合 計 値 を 同 一 管 理 し た 「 紅 ほ っ ぺ 」 を 100％ と し て 示 し た 。  
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４  環境制御 

 当所に おけ る 環境制御条件は 、 表 16 の と おり で す。  

 

( 1)  温度管理 

マ ル チ ン グ は 、第一次腋果房の 分化が 終わ る 10 月下旬を 目安に 行い ま す。

日中の 温度は 24℃を 目安に 換気し ま す。 11 月以降、 温室内の 気温が 10℃を

下回る よ う に な っ て き た ら 保温を 開始し 、 最低温度は ８ ℃以上に し ま す。 炭

酸ガ ス を 施用する 場合、 日中の 温度は 27℃を 目安に 管理し ま す（ 表 16）。  
 

( 2)  炭酸ガ ス 施用 

着果負担、 冬季（ 11~ ２ 月） の 低温寡日照に よ り 厳寒期に 草勢が 低下する

た め 、 炭酸ガ ス 施用を 行い ま す。 ハウ ス 内への 炭酸ガ ス 供給を セ ン サ ーに よ

っ て 制御で き る 場合は 、 日中の 濃度が 750～850p p m と な る よ う に 施用し ま

す。 た だ し 、 換気中は 外気と 同等か やや高い 400～450pp m 程度の 濃度を 維

持で き る よ う に 施用し ま す（ 表 16）。  
 

( 3)  飽差管理（ ミ ス ト 噴霧）  

高温期に は 、 ミ ス ト に よ っ て 気化潜熱が 奪わ れる こ と に よ り 、 気温が 5℃

程度低下し ま す（ 図 26）。 ま た 、 湿度（ 飽差） の 変化は 気孔の 開閉に 影響し 、

6 時か ら 16 時ま で 細霧発生措置を 稼働し て 、 飽差 5～7g/m 3 に 管理する と 、

気孔が 閉じ ず、 活発な 蒸散や光合成が 維持さ れ、 生育負担の 軽減が 期待で き

ま す（ 表 16、 図 27）。  

 図 27 温室内飽差の 推移 
(高設， 2021)  

図 26 温室内気温の 推移 
(高設， 2021)  

表 16 環境制御条件 
  制御項目

6:00～7:00 7:00～10:00 10:00～15:00 15:00～17:00 17:00～20:00 20:00～6:00

19℃ 22℃ 24℃ 21℃ 19℃ 18℃

6:00～8:00 8:00～9:00 9:00～10:00 10:00～11:00 11:00～12:00 12:00～6:00

18℃ 20℃ 22℃ 24℃ 26℃ 27℃

CO 2施用

飽差

保温カーテン

給液

暖房設定温度

内容

換気設定温度

11月上旬から 翌年３ 月下旬ま で6:30～16:00のＣ Ｏ 2濃度が750～850ppm と なる よ う に施用。 ただし 、 温室内気温が

27℃以上では、 400～450ppm になる よ う に施用。

11月上旬から 翌年４ 月上旬ま で9:00～16:00は気温15℃以下、 16:00～翌朝9:00は気温8℃以下で稼働。

換気設定温度

（ CO 2施用時）

栽培期間中16： 30～7： 00かつ15℃以下の時展張。

生育期間に応じ て給液ECを0.4～0.8の範囲で給液し 、 給液量は排液率20～30％を目安に調整。

6： 00~ 16： 00の間、 飽差５ ～７ g/m
3
になる よ う に制御。
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( 4)  ク ラ ウ ン 温度制御 

ク ラ ウ ン 温度制御と は 、 ク ラ ウ ン 部を 冷

却や加温し て 適温に 保ち 、 腋果房の 分化促

進や冬季の 草勢維持、 4 月以降の 成り 疲れ

の 軽減が 期待で き る 技術で す（ 表 17、図 28

～30）。  

ク ラ ウ ン 冷却は 、 株元に ポ リ エ チ レ ン パ

イ プ を 設置し 、培地温度が 20℃以上と な る

定植直後（ 花芽分化確認後） か ら 11 月上

旬ま で と 3 月以降に 18℃の 水を 流し ま す

（ (5)  ク ラ ウ ン 冷却未分化定植を 参照）。  

な お、 過度な ク ラ ウ ン 冷却は 展葉速度を 低下さ せる た め 、 第一次腋果房が 分

化する 11 月上旬ご ろ に 終了し ま す。  

ク ラ ウ ン 加温は 、 培地温度が 20℃以下に な る 11 月か ら 2 月に 23℃の 水

を 流し ま す。 ク ラ ウ ン 加温の 開始時期が 早すぎ る 場合、 腋果房の 分化が 遅れ

る 恐れ が あ る の で 、 第一次腋果房が 確実に 分化し て か ら 加温を 開始し ま す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 17 ク ラ ウ ン 温度制御に よ る 可販果収量（ 高設， 2022）  

z： ベ ッ ド 間 隔 130cm 、 株 間 20cm 、 ２ 条 千 鳥 植 え （ 7690 株 /10ａ ）。 定 植 後 の ９ 月 27 日 か ら 第 一 次 腋 果

房 の 分 化 後 の 10 月 23 日 ま で 株 元 の パ イ プ に 18℃ の 水 を 流 し た 。 定 植 か ら 頂 果 房 分 化 ま で 展 葉 数 が 2

枚 /株 と な る よ う に 随 時 、 摘 葉 し た 。  

 

冷 却： 定 植 後 か ら 第 一 次 腋 果 房 分 化 後 の 11 月

上 旬 ま で と 、 3 月 以 降 （ 18℃ ）。  

加 温 ： 11 月 か ら 2 月 ま で 23℃ 。  

 

図 28 株元に 設置し た パイ プ  

図 29 ク ラ ウ ン 温度の 推移 
（ 高設， 2022）  

図 30 ク ラ ウ ン 温度制御に よ る 可販
果収量の 推移（ 高設， 2022）  

個/株 t/10a
対照比

(% )
個/株 t/10a

対照比

(% )
個/株 t/10a

対照比

(% )

ク ラ ウ ン 温度制御区
z 19 2.9 113 73 9.0 123 95 11.0 113

対照区 15 2.6 53 7.3 79 9.7

試験区

2月末収量 5月末収量 総収量(7月上旬）
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な お、 ク ラ ウ ン 加温の 開始時期に よ り 、 草高や可販果収量が 変わ り ま す。

10 月下旬加温開始の 場合で は 、 第一腋果房の 開花が やや遅れま すが 、 12 月

下旬の 草高は 40cm 程度と な り 、腋果房の 可販果収量が 増加し ま す（ 表 18）。  

 

 

 

 

 

 

 

( 5)  ク ラ ウ ン 冷却未分化定植（ 高設栽培）  

ク ラ ウ ン 冷却未分化定植と は 、 事前に マ ルチ ン グ し た 栽培槽に 、 未分化苗

を 定植後、 ク ラ ウ ン 冷却を 行う 栽培方法で す。  

定植 直 後 か ら 第 一 次腋 果 房 が 分 化 する 10 月 下 旬 ま で 株元 の 培 地温 度が

20℃以上に な っ た 時に 株元に 設置し た ポ リ エ チ レ ン パ イ プ に 18℃の 水を 流

し て ク ラ ウ ン 冷却を 行い ま す。  

慣行栽培で は 、 定植か ら 頂果房分化ま で 1 芽管理に し 、 そ の 後は 放任に し

ま すが 、 ク ラ ウ ン 冷却未分化定植で は 草勢が 強く 、 頂果房に 乱形果が 発生す

る 恐れが あ る た め 、 定植後は 9 月（ 頂果房分化期） ま で は 展葉数を 4 枚で 随

時摘葉し 、 培養液濃度は EC0.4m S/cm で 給液し ま す（ 表 19、 20）。  

 

 

 

 

 

表 19 ク ラ ウ ン 冷却未分化定植の 生育状況（ 高設， 2024）  

z :定 植 後 の 7 月 31 日 か ら 第 一 次 腋 果 房 の 分 化 後 の 10 月 23 日 ま で 株 元 の パ イ プ に 18℃ の 水 を 流 し た 。

慣 行 栽 培 で は 、 頂 果 房 分 化 ま で 1 芽 管 理 に し 、 そ の 後 は 放 任 に す る が 、 ク ラ ウ ン 冷 却 未 分 化 定 植 後 は 9

月 （ 頂 果 房 分 化 期 ） ま で は 展 葉 数 を 4 枚 で 随 時 摘 葉 し 、 培 養 液 濃 度 は E C0.4 m S /cm で 給 液 し た 。  

y :頂 果 房 第 1 花 の 開 花 日 の 平 均 値 （ n = 24) 。  

表 18 ク ラ ウ ン 加温時期が 可販果収量に 及ぼす影響（ 高設， 2024）  

z:各 々 2024 年 10 月 26 日 、 11 月 ９ 日 、 11 月 26 日 か ら 2025 年 ３ 月 ７ 日 ま で 、 株 元 培 地 温 度 が

20℃ 以 下 の と き 、 株 元 に 設 置 し た ポ リ エ チ レ ン パ イ プ に 23℃ の 水 を 流 し た ( ク ラ ウ ン 冷 却 な し ) 。

y： 2024 年 12 月 23 日 に 調 査 。 x： 2024 年 10 月 24 日 か ら 2025 年 ３ 月 12 日 ま で の 主 茎 の 積 算 展

葉 数 を 日 数 で 除 し た 値 。 w ： 各 項 目 の 異 な る ア ル フ ァ ベ ッ ト 間 に は T u key 検 定 に よ り ５ ％ 水 準 の

有 意 差 が あ る こ と を 示 す 。 ( ) 内 は 加 温 な し 区 を 100 と し た と き の 相 対 値 を 示 す 。  

ク ラ ウ ン冷却 

未分化定植z

慣行栽培 10月29日 10月1日 9.9 ± 0.5 16.6 ± 4.0 30.5 ± 1.7 12月1日

試験区
マルチン

グ時期
定植日

頂果房

開花日y
(mm)

ク ラ ウ ン径

10月8日 10月9日 12月12日

草高

(cm）

7月22日 7月31日 15.1 ± ± ± 11月17日2.636.71.2 27.0 2.1

頂果房 腋果房 計

10月下旬 39. 5±2. 2 2, 345 0. 105 2. 0ab(  91) 5. 2a  ( 123) 7. 2a ( 112)

11月上旬 36. 8±2. 6 2, 246 0. 104 2. 2a  ( 103) 4. 9ab( 115) 7. 1a ( 111)

11月下旬 34. 1±2. 1 1, 912 0. 102 1. 9b (  87) 4. 9ab( 115) 6. 8a ( 106)

加温な し 32. 9±1. 0 2, 082 0. 097 2. 2ab 4. 2b 6. 4a

ク ラ ウ ン 加温

開始時期z
草高y

( cm)

葉面積y

( cm2/株)

展葉速度x

( 枚/株/日)

可販果収量
w
( t /10a)
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未 分 化 苗 を 定 植 し た だ け で は 花 芽 分

化は 遅れ て し ま い ま すが 、 ク ラ ウ ン 冷却

を 行 う こ と で 頂 果 房 お よ び 第 一 次 腋 果

房の 開花が 早ま り 、 果実品質を 概ね保ち

つつ、 中休みと 成り 疲れ が 軽減し 、 12 月

末可販果収量、 ２ 月末可販果収量、 ４ 月

末可販果収量が 増加し ま す（ 図 31、 32）。 

早期収量の 向上に 加え 、 育苗期間を 短

縮で き る 、 花芽分化の 確認を し な く て

も 良い 、 ク ラ ウ ン 冷却以外に 花芽分化

を 促進する 処理が 要ら な い 、 定植前に

マ ル チ ン グ で き る と い っ た 省力的な メ

リ ッ ト も あ り ま す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 20 ク ラ ウ ン 冷却未分化定植の 可販果収量（ 高設， 2024） 

図 31 未分化定植の 様子 
（ 高設， 2022）  
 

図 32 ク ラ ウ ン 冷却未分化定植の 可販果収量の 推移（ 高設， 2024）  

z:栽 培 条 件 は 表 19 と 同 様 に 行 っ た 。  

栽 培 条 件 は 表 19 と 同 様 に 行 っ た 。  

0

30

60

90

120

150 頂果房

第1次腋果房以降

0

30

60

90

120

150

頂 果 房 の 収 穫 が 前 進 、

1 2 月 末 収 量 が 多 い  

頂 果 房 と 第 一 次 腋 果 房 の 谷 が

少 な く 、 2 月 末 収 量 が 多 く な る  

旬
別

収
量

（
g
/株

）
 

ク ラ ウ ン 冷 却 未 分 化 定 植  

慣 行 栽 培  

個/株 t/10a
慣行比

(% )
個/株 t/10a

慣行比

(% )
個/株 t/10a

慣行比

(% )

ク ラ ウ ン冷却

未分化定植z

慣行栽培 0.2 0.1 16.9 2.2 45.1 6.4

171 57.6 7.5 1171.6 0.4 690 30.2 3.7

試験区

12月末収量 2月末収量 4月末収量
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５  早期収穫法 

 夜冷短日処理、 暗黒低温処理、 育苗ポ ッ ト の 種類を 変更する こ と で 、 頂果

房の 収穫を 早め る こ と が で き ま す（ 各処理と 収穫開始の 目安は 下記の 表 21

～23、 図 33 を 参照）。  

 

( 1)  夜冷短日処理 

明期を 25℃８ 時間、 暗期を 14℃16 時間の 条件で 16～20 日間処理する こ

と に よ り 、 11 月下旬か ら 12 月中旬に 収穫で き ま す（ 表 21、 図 33）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

( 2)  暗黒低温処理 

暗期 24 時間 14℃の 条件で 8 月 30 日頃か ら 開始し 、 ７ 日毎に 陽光処理す

る こ と で 、 頂果房の 収穫始期が ６ ～11 日早ま り ま す（ 表 22）。 陽光処理は 、

暗黒下で の 徒長 抑制や花芽分化を 安定さ せる 効果が あ り 、処理期間中の ７ 日

毎に １ 日７ 時間温室内に 移動さ せて 処理し ま す。 暗黒低温処理の 終了後は 、

定植（ ９ 月 24 日） ま で 遮光条件下で 順化を 行い ま す。  

 

 

表 21 各処理の 収穫始期（ 土耕， 2022）  

図 33 旬別可販果収量（ 土耕， 2022）  
 夜 冷 処 理 は 明 期 を 25℃ で 8 時 間 、 暗 期 を 14℃ で 16 時 間 処 理 。  

z:調 査 株 20 株 の う ち 過 半 数 で 収 穫 を 開 始 し た 日 。  

0

200

400

600

800

11月中旬 11月下旬 12月上旬 １ ２ 月中旬 12月下旬 1月上旬 1月中旬 1月下旬

可
販

果
収

量
(k

g
/a

)

夜冷① 夜冷② 夜冷③ 無処理 参考（ 紅ほっぺ）

定植日 頂果房 第一次腋果房

夜冷短日処理①（ 8/16～9/6） 9月6日 11月21日 1月11日

夜冷短日処理②（ 8/26～9/15） 9月15日 12月1日 1月11日

夜冷短日処理③（ 9/5～9/21） 9月21日 12月8日 1月11日

無処理 9月28日 12月27日 1月23日

参考（ 紅ほっ ぺ） 9月28日 12月16日 1月11日

試験区
収穫始期z
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( 3)  育苗ポ ッ ト の 種類 

 育苗ポ ッ ト を ポ リ ポ ッ ト （ 黒） か ら 紙ポ ッ ト 、 すく すく ト レ イ や空中ポ ッ

ト レ ス に 変更する と 、 培地温度が 下が り 、 収穫始期が ４ ～13 日早ま り ま す

（ 表 23）。 ポ リ ポ ッ ト （ 黒） の 培地温度と 比較する と 、 各ポ ッ ト の 平均温度

は １ ～３ ℃、 日中の 温度差で は 最大 12℃ま で 下が り ま す。  

  

 

６  防除管理 

「 か な こ ま ち 」 は 炭疽病等の 抵抗性を 有し て な い た め 、 予防を 主体と し た

防除対策を 適切に 行っ て く だ さ い 。 特に 、 炭疽病に つい て は 、 感染の な い 親

株の 利用、 異常株の 早期除去、 育苗時は 雨よ け 育苗し 、 通風を よ く し 、 か ん

水過多や水は ねに 注意し 、 健苗の 育成を 徹底し ま す。  

ま た 、 作用機作が 異な る 薬剤の ロ ーテ ーシ ョ ン 散布に よ り 薬剤耐性（ 抵抗

性）の 発達に 注意する ほ か 、暖房機ダ ク ト を 利用し た 生物農薬、気門封鎖剤、

天敵や紫外線（ U V-B ） 照射な ど 総合的病害虫管理（ I P M ） も 有効で す。 な

お、 授粉昆虫や天敵放飼後は 、 昆虫に 影響の な い 農薬や日数、 物理的防除を

行い ま す。  

 

 

表 23 ポ ッ ト 別の 収穫始期（ 土耕）  

表 22 各処理の 収穫始期（ 土耕， 2024）  
 

頂果房 第一次腋果房

紙ポッ ト パルプモウ ルド ポッ ト 12月23日 1月23日

標準 9cm ポリ ポッ ト （ 黒） 12月27日 1月23日

すく すく ト レ イ すく すく ト レ イ 24穴 12月26日 2月23日

標準 9cm ポリ ポッ ト （ 黒） 1月7日 2月29日

ポッ ト レ ス 空中ポッ ト レ ス ト レ ー（ 9cm 、 15穴） 12月30日 2月28日

標準 9cm ポリ ポッ ト （ 黒） 1月10日 2月28日

z:調査株の過半数で収穫を開始し た日｡

収穫始期z

2022年

2023年

2024年

試験区 試験年度 ポッ ト

光条件 温度条件 処理期間 定植日 頂果房 第一次腋果房

暗低① 暗期24時間 90 1月15日 2月28日

暗低② 暗期24時間 60 1月10日 2月18日

暗低③ 暗期24時間（ ７ 日毎に陽光処理） 90 12月30日 2月21日

暗低④ 暗期24時間（ ７ 日毎に陽光処理） 60 1月4日 2月21日

無処理 ー ー ー 60 1月10日 2月28日

参考（ 紅ほっぺ） ー ー ー 60 9月24日 12月30日 2月12日

z:調査株20株のう ち過半数で収穫を開始し た日。

切り 離し

日数
試験区

処理 収穫始期
z

14℃
8月30日～

9月20日 9月24日
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7  生理障害 

( 1)  主な 障害果 

 症状 発生要因 対策 

不受精果  

 

 

日照不足や高温、低温

な ど に よ る 受粉・ 受精

の 不良。花芽分化期ま

で の 窒素過剰。草勢過

剰。 B、 Ca 欠乏。  

●日中の ハ ウ ス 内 温度

（ 25℃程度） の 確保。  

●授粉昆虫の 訪花 活動の

過不足の 是正（ 訪花不

足の 場合は マ ル ハ ナ バ

チ と の 併用な ど ）。  

●窒素過多を 避け る 。  

つの 出し 果  中 休 み 後 の 栄 養 成 長

が 旺 盛 な 場 合 に ３ 番

果房に 出やすい 。維管

束の 発達異常。  

● 中 休 み の 回 避 （ 厳 寒 期

の 摘 葉 を し す ぎ な い 、

頂果房の 摘 果）。  

● １ ～ ２ 月 の 過 剰 な 追 肥

を 避け る 。  

先青果  施 肥 過 剰 や 雄 ず い 分

化期の 低温。急な 窒素

吸収。先端部の 瘦果が

受精不良。  

●窒素過多を 避け る 。  

● 急 な 施 肥 管 理 を 避 け

る 。  

が く 枯れ   出蕾期が 最も 敏感で 、

曇 天 が 続 い た 後 の 晴

天日に 発生し やすい 。

土壌の 窒素過多、塩類

過多。 夜間の 低温度。 

● 多 肥 栽 培 を 避 け 、 出 蕾

時の か ん 水量を 増やす。  

乱形果  

（ 鶏 冠 状 果 、

縦溝果な ど ）  

 

 花芽分化・ 発育期の 窒

素の 多施用。大苗で 活

着 が 良 す ぎ て 栄 養 成

長 過多。  

●大苗、 老化苗に し な い 。 

● 育 苗 期 、 定 植 後 の 施 肥

量 に 注 意 、 窒 素 過 多 を

避け る 。  

着色不良果 

（ 白 ろ う 果 、

ま だ ら 果）  

 

 低 温 、 光 合 成 産 物 不

足。 肥料過多（ ア ン モ

ニ ア 態 窒 素 や 塩 基 バ

ラ ン ス の 不 均 衡 、 低

pH 等）。  

● 堆 肥 や 基 肥 の 過 剰 施 肥

を 避け る 。  

● 土 壌 の 塩 基 バ ラ ン ス を

適正に する 。  

頂部軟質果  低温、 多湿、 光合成産

物不足。  

● 光 環 境 の 改 善 、 CO 2 施

用等の 光合成の 促進。  

● 日 平 均 気 温 を 上 げ 、 湿

度を 下げ る 。  
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( 2)  細長果（ 仮称） に つい て  

「 か な こ ま ち 」 は 、 やや縦長 の長 円錐形の 品種で すが 、 正常果に 比べて 細

い 果実が 発生する こ と が あ り ま す。 果長 に 対し て 果径が 短く 、 細長 く みえ る

た め 、 果形比（ 果長 /果径）  2.0 以上の も の を 細長 果（ ほ そ な が か ） と 呼ん

で い ま す（ 図 34）。  

 細長 果は 、 同等の 果実重の 正常果と 比

較 し て 痩 果 数 が 多 く な り ま す 。 す な わ

ち 、 痩果あ た り の 果実重（ 肥大） が 小さ

い と い え ま す（ 図 35）。 ま た 、 細長 果の

発生は 、 土耕栽培よ り 高設栽培で 多い 傾

向や、 ２ 月以降の 腋果房で 多い 傾向が あ

り ま す（ 図 36、 表 24）。  

他 品 種 で も 中 休 み 後 の 栄 養 成 長 が 旺

盛 な 場 合 に 細長 い 果 実 の 発 生 が み ら れ

る 事例が 報告さ れ て い ま すが 、 発生条件

や メ カ ニ ズ ム は 明 ら か に な っ て い ま せ

ん 。 引き 続き 、 原因と 対策に つい て 研究

に 取り 組ん で い き ま す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 34「 か な こ ま ち 」 の 細長 果と  

正常果 
（ 写 真 の 果 形 比 は 、 細長 果 2.1、 正 常 果 1.6）  

図 36  細長 果（ 果形比 2.0 以上） の 時期
別の 発生割合 z（ 高設， 2023）  

z:時 期 別 の 総 収 穫 個 数 の う ち 、 細長 果 の 割 合 。  

図 35 「 か な こ ま ち 」 の 細長 果

と 正常果の 痩果数 
2023 年 ２ 月 ６ 日 か ら ２ 月 24 日 ま で の 収 穫 果

実 。目 視 で 細長 果 ( n = 15) と 正 常 果 ( n = 13) を 判

断 し た 。  

表 24 土耕栽培およ び高設栽培で の 細長 果発生率（ 2022） 
 

ｚ : ( 障 害 果 数 /総 収 穫 個 数 ) ×100。  

ｙ :定 植 後 は 表 ６ と 同 様 の 栽 培 条 件 で  

CO 2 濃 度 750～ 800p p m に な る よ う に 施 用 。 

ｘ :表 16 と 同 様 の 栽 培 条 件 。  
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Ⅲ 収穫調整・ 流通販売 
 

１  着色度と 品質の 関係 

 「 か な こ ま ち 」 の 収穫時の 着色割合か ら ４ 段階に 区分し た 着色基準標を 例

示し ま す（ 図 37）。  

 

 

( 1)  着色度別、 収穫時期別の 糖酸 

糖 の 量 は 果 実 の 成 熟 に 伴 っ て

増加する た め 、着色度が 高く 、成

熟 し た 果 実 ほ ど 糖 度 が 高 く 、 甘

み が 強 く な り ま す 。 季 節 に よ っ

て も 異な り 、気温が 低い 冬期（ 12

～ ３ 月 中 旬 ま で ） は 果 実 の 成 熟

に 時 間 が か か る た め 、 収 穫 ま で

に 糖 が 多 く 蓄 積 し 、 甘 味 の 強 い

果実に な り ま す。一方、気温の 高

い 春期（ ３ 月下旬以降） は 成熟ま

で の 時 間 が 短 い た め 、 冬 期 よ り

も 糖 度 は 低 い 傾 向 に あ り ま す

（ 図 38）。  

酸は 、 成熟や季節に よ る 変化は ほ と ん ど あ り ま せん 。 そ の た め 、 冬期の 果

実は 甘味と 酸味が し っ か り と し た 味、春期の 果実は さ わ やか な 甘酸っ ぱい 味

わ い と な り ま す。  
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図 38 着色度別、 収穫時期別の 糖度 

図 37 「 か な こ ま ち 」 の 着色基準標（ 例）  
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( 2)  果肉、 果実表面の 硬さ  

「 か な こ ま ち 」 の 果実の 硬さ は 、 成熟が 進むと 軟ら か く な り 、 冬期よ り も

春期の 果実が 軟ら か い 傾向に あ り ま す（ 図 39）。 果実表面も 同様に 軟ら か く

な る た め 、 着色度の 高い 果実ほ ど 、 物理的な 衝撃に よ る 傷が つき やすく 、 ま

た 、 春期の 方が さ ら に 傷みやすく な り ま す（ 図 40）。 し た が っ て 、 春期は 着

色２ な ど の 比較的着色度が 低い 状態で 収穫する と 、出荷作業や輸送中の 損傷

を 抑え ら れま す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( 3)  果色 

「 か な こ ま ち 」 は 、 成熟が 進

み 、 過 熟 に な る と 色 素 成 分 の

ア ン ト シ ア ニ ン 類 が 増 え る こ

と か ら 果 実 色 が 赤 黒 く 見 え る

こ と が あ り ま す（ 図 41）。 春期

は 、 果 肉 の 軟 化 や 着 色 の 進 み

が 早 く 、 短 時 間 で 赤 黒 く な る

た め 収穫は 早め に 行い ま す。  

 

 

 

 

 

 

図 40 着色度別、 収穫時期別の 果実  
が 傷つく ま で の 落下回数 

図 41 「 か な こ ま ち 」 着色度別の  

ア ン ト シ ア ニ ン 含量 
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図 39 着色度別、 収穫時期別の  
果皮およ び果肉の 破断荷重 
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( 4)  出荷前の 適切な 温度環境 

果実表面の 硬さ や色の 鮮やか さ を 長
持ち さ せる た め に は 、 収穫する 着色度

に よ ら ず 、 低 温 下 で 貯 蔵 し ま す （ 図

42）。  

20℃で 貯蔵する と 、 果実色が 赤黒く

な り 、 ３ 日目ご ろ か ら カ ビ の 発生や果

実の 軟化が 進みま す。 10℃で 貯蔵する

と 果実色の 鮮やか さ や硬さ を 保っ た ま

ま 貯蔵が 可能で す。  

 

 

着色１ の「 か な こ ま ち 」 は 、 10℃

で あ れば、果実表面の 硬さ（ 表面応

力） が 変化する こ と な く 6 日程度

貯 蔵 す る こ と が で き ま す 。 一 方 、

20℃ で は 、 収 穫 後 １ ～ ２ 日 で 軟 化

が 進みま す。  

特 に 春 先 な ど 気 温 が 上 が る 時 期

は 、 収 穫 後 の 保 管 場 所 の 温 度 に 注

意が 必要で す（ 図 43）。  

 

 

 

２  出荷・ 販売に 適し た 収穫時の 着色度 

（ 1）  荷傷み防止の 観点 

 レ ギ ュ ラ ーパ ッ ク で 市場出荷する 場合、 冬期は 着色３ 、 春期は 着色２ の 果

実で あ れ ば、 オ セ 傷（ 流通・ 輸送時の 衝撃や圧迫で で き る 押し 傷） は 軽微で

あ り 、 商品性を 保持する こ と が 可能で す。 そ れ以上の 着色度で は 荷傷みが 生

じ やすく な る た め 、 出荷・ 販売の 際に は 注意が 必要で す。  

図 42 収穫 3 日後の 果実の 状態 
（ 左 ： 20℃ 下 で 貯 蔵 、 右 ： 10℃ 下 で 貯 蔵 ）  

図 43 着色１ の 「 か な こ ま ち 」 貯蔵日数 

に 伴う 果実表面の 硬さ の 変化 
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図 44 レ ギ ュ ラ ーパ ッ ク と 平パッ ク（ 左）、 レ ギ ュ ラ ーパ ッ ク の ラ イ ン が
つい た 果実（ 中央）、 果実先端の 水浸状の 傷み（ 右）  
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な お、 平パ ッ ク を 使用する と 、 市場出荷で あ れば冬期は 着色４ 、 春期は 着

色３ と 、レ ギ ュ ラ ーパッ ク よ り も 着色度を １ 段階高く し て も 果実の 損傷を 軽

減する こ と が で き る た め 、 よ り 熟度の 高い「 か な こ ま ち 」 を 消費者に 届け る

こ と が 可能と な り ま す（ 図 44）。 た だ し 、 平パ ッ ク は 、 レ ギ ュ ラ ーパ ッ ク に

比べて 価格が 高く 、 果数やボ リ ュ ーム が 少な い た め 、 消費者の 購買確率が 低

く な る 傾向が あ り ま す。  

 

（ 2） 実需者の 観点 

実需者（ 卸売業者や量販店の バイ ヤ ー） への 聞き 取り 調査に よ る と 、 冬期

は 卸売業者・ 量販店と も に 着色４ の 評価が 高く 、 春期は 卸売業者で は 着色１

～２ を 、 量販店は 着色２ ～３ を 希望し て い ま す（ 市場出荷、 レ ギ ュ ラ ーパ ッ

ク の 場合）。  

春期は 、 熟度が 高く な り すぎ る と 果実色が 赤黒く 見え る こ と が あ り 、 ク レ

ーム の 原因と な り やすい た め 、 適切な 着色度で 収穫する こ と が 重要で す。  

 

（ 3） 消費者の 観点 

ア  購買意向 

着色度の 異な る 果実を 模擬輸送し 、ス ーパーマ ーケ ッ ト

に 並ぶ状態の 商品を 消費者に 評価し て も ら っ た 結果、外観

の みで「 一番購入し た い 商品」 と し て 選ばれ た の は 、 提示

し た 中で 最も 着色度の 高い 果実（ 冬期は 着色 4、 春期は 着

色 3） で し た 。  

一方で 、 パッ ク に『 完熟シ ール』 を 貼付する こ と で 、 冬

期 は 着 色 ３ の 果 実 で も 消 費 者 に 選 ば れ る 可 能 性 が 高 ま

り ま す (図 45、 46)。 一 番 購 入 し た い 商 品  

 

 

 

 

 

図 45 完熟シ ール

を 貼付し た 商品 

図 46 消費者が 最も 印象が 良い 着色と し て 選択し た 割合 

市 場 出 荷 を 想 定 し て 、 予 め 模 擬 輸 送 し た レ ギ ュ ラ ー パ ッ ク の 商 品 を 提 示 し た 。  

冬 期 調 査 は ２ 月 ７ 日 調 査 、 春 期 は ３ 月 22 日 に 実 施 し た 。 外 観 の み の 評 価 で 、 実 際

に 果 実 を 食 べ た 上 で の 評 価 で は な い 。 図 中 の 数 字 は 回 答 数 を 示 す 。  
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( 冬 期 n = 9,春 期 n = 14 )  

一 番 購 入 を 避 け る 商 品

( 冬 期 n = 8,春 期 n = 14 )  

冬 期： 着 色 ２     着 色 ３      着 色 ４    着 色 ３ + 完 熟 シ ー ル  

春 期： 着 色 １     着 色 ２      着 色 ３    着 色 ２ + 完 熟 シ ー ル  
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ま た 、「 と ち おと め 」 と 「 か な こ ま ち 」 を 用い た 消費者調査で も 、「 と ち お

と め 」 と 比較し て 、「 か な こ ま ち 」 は 、 各調査で 最も 高い 着色度か ら 1 段階

低い 着色の 果実も 人気で あ る こ と が わ か り ま し た （ 図 47）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ  食味 

消 費 者 へ の 食 味

評価で は 、春期の 甘

味を 除い て 、冬期は

着色３ 、春期は 着色

２ の 果 実で も 、『 ち

ょ う ど 良い 』 と の 回

答 が 半 数 以 上 あ り

ま す（ 表 25）。  
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図 47 消費者が 最も 印象が 良い 着色と し て 選択し た 割合 

表 25 食味評価の 回答結果（ 単位： 人）

各 着 色 度 の う ち 、 最 も 回 答 数 が 多 い も の を 太 字 で 示 す 。  

冬 期 調 査 は ２ 月 ７ 日 調 査 、 酸 味 の み n = 8。 春 期 調 査 は ３ 月 22 日 に 実 施 。 

調査時期

甘

さ

が

足

り

な

い

や

や

甘

さ

が

足

り

な

い

ち

ょ

う

ど

良

い

や

や

甘

す

ぎ

る

甘

す

ぎ

る

酸

味

が

足

り

な

い

や

や

酸

味

が

足

り

な

い

ち

ょ

う

ど

良

い

や

や

酸

っ

ぱ

す

ぎ

る

酸

っ

ぱ

す

ぎ

る

硬

す

ぎ

る

や

や

硬

す

ぎ

る

ち

ょ

う

ど

良

い

や

や

軟

ら

か

す

ぎ

る

軟

ら

か

す

ぎ

る

着色２ 2 5 2 4 3 1 3 4 2 10

着色３ 4 5 6 1 1 7 1 18

着色４ 5 4 1 7 5 4 17

着色１ 6 6 2 1 3 3 6 1 4 7 3 12

着色２ 1 6 4 3 1 2 9 2 13 1 26

着色３ 1 6 5 2 2 1 10 1 2 7 4 1 23

ち

ょ

う

ど

良

い

の

合

計

数

春期

(n= 14)

着

色

度

甘味 酸味 食感

冬期

(n= 9)



26 

 

（ 4） 観点別の 収穫に 適し た 着色度 

着色度は 、 荷傷み防止、 実需者、 消費者な ど の 観点に よ っ て 評価が 異な り

ま すの で 、 最適な 着色度を 選ん で く だ さ い （ 表 26）。  

 

 

 

３  販売特性 

( 1)  市場出荷 

 「 か な こ ま ち 」 は 、「 と ち おと め 」 や「 紅ほ っ ぺ」 と 比較する と 、 パ ッ ク

平均単価比が ４ 年間の 調査を 通し て 100％以上の 月が 多く 、 特に １ 月に 高く

販売で き ま す（ 表 27）。  

 

 

 

 

表 27 月別・ 出荷年度別の パ ッ ク 平均単価比（ 単位： ％）  

表 26 観点別 出荷・ 販売に 適し た 収穫時の 着色度の 評価 

1 2 3 4 1 2 3 4

ﾚｷ゙ ｭﾗ ﾊー゚ ｯｸ ― 〇 ◎ × 〇 ◎ × ―

平パッ ク ― 〇 〇 ◎ 〇 〇 ◎ ―

ﾚｷ゙ ｭﾗ ﾊー゚ ｯｸ ― 〇 〇 ◎ 〇 ◎ × ―

平パッ ク ― 〇 〇 ◎ 〇 〇 ◎ ―

卸売業者 ― ― 〇 ◎ ◎ ◎ × ×

量販店 ― ― 〇 ◎ × ◎ ◎ ×

購買意向 ― × 〇 ◎ × 〇 ◎ ―

食味 ― △ ◎ ◎ △ ◎ ◎ ―

 荷傷み

防止

市場出荷

直売所出荷

 実需者

 消費者

観点 項目

冬期（ 12月～3月中旬） 春期（ 3月下旬以降）

着色度 着色度

◎ ： 大 変 良 い 、 〇 ： 良 い 、 △ ： あ ま り 良 く な い 、 ×： 良 く な い 、 － ： デ ー タ な し 。  

「 荷 傷 み 防 止 」 は 模 擬 流 通 試 験 結 果 か ら 、「 実 需 者 」 は 聞 き 取 り 調 査 結 果 か ら 、「 消 費 者 」 は ア ン ケ ー ト

調 査 結 果 か ら 評 価 し た 。 な お「 荷 傷 み 防 止 」 つ い て は 、 商 品 性 を 保 持 で き る と 判 断 さ れ た 範 囲 内 に お い

て 、 着 色 度 の 最 も 高 い も の を ◎ と し た 。  

2021年 2022年 2023年 2024年 2021年 2022年 2023年 2024年

12月 106 98 101 106 12月 103 104 95 105

1月 117 119 126 110 1月 111 113 116 108

2月 114 110 110 104 2月 113 103 103 102

3月 108 103 97 105 3月 107 99 99 99

比較品種： と ちおと め 比較品種： 紅ほっぺ

出荷年度
月 月

出荷年度

比 較 品 種 を 100 と し た 場 合 の「 か な こ ま ち 」 の パ ッ ク 平 均 単 価 比 。 単 価 比 が 110% 以 上 の 値 を 網 掛 け で 示 す 。 
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( 2)  観光農園 

 県内在住の 500 名に ア ン ケ ート 調査を 行っ た と こ ろ 、 複数の 品種を 食べ

ら れ る こ と が 重視さ れ、来園者の 自分好みの 品種が あ る こ と が リ ピ ート 利用

に 繋が る 傾向が あ り ま し た （ 図 48）。  

 こ の た め 、「 か な こ ま ち 」 は 、 栽培品種の 一つと し て 導入する こ と が 有効

で す。「 ジ ュ ーシ ーで 甘味と 酸味の バラ ン ス が 良い 」 と い っ た 食味の 特徴を

分か り やすく 伝え る こ と で 、来園者に 自分好みの 品種と し て 認識し て も ら い

やすく な り 、フ ァ ン の 獲得やリ ピ ート 利用の 促進に 繋が る こ と が 期待さ れま

す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( 3)  購入希望場所 

 県内在住の 500 名に ア ン ケ ート 調査を 行っ た と こ ろ 、 購入希望場所は ス

ーパ ーマ ーケ ッ ト が 最も 多く 、 次い で 農協直売所、 観光農園の 順で し た（ 図

49）。 ま た 、 イ チ ゴ 狩り 園で 「 県育成オ リ ジ ナ ル 品種」 が 栽培さ れ て い る こ

と に つい て『 と て も 魅力的』 と 評価し た 回答者は 、 農協直売所およ び観光農

園で の 購入意向が 高い 傾向が 認め ら れ ま し た （ データ 省略）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 49 購入希望場所（ n= 500、 重複回答）  

0 50 100

複数の品種が食べら れる

自分の好みの品種がある * 

珍し い品種がある

初めて食べる 品種がある

県育成のオリ ジナル品種がある

回答者（ 人）

行き つけ園あり

行き つけ園なし

図 48 イ チ ゴ 狩り 園選択時に 重視する 項目（ n= 500、 重複回答）  
χ 2 検 定 の 結 果 、 ＊ は 5% 水 準 で 有 意 差 あ り 。  
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